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はじめに 

 近年、隠されている画像を視点、光源や、人間が積極的に関わったアナログ的な動作等により

顕在化する“隠顕”技術が注目されている。本技術は、単に画像を隠すのではなく、画像が“見

えた”ときの楽しみも有しており、純粋なセキュリティー分野のみならず教育、エンターテイン

メントや芸術分野への展開が可能である。今回は、ポリプロピレンシートおよび光学用位相差フ

ィルムを利用して、積層する順序により見え方が変化する偏光教材を作製したので報告する。 

 

実験 

 セロハンテープ、ポリプロピレンシートや光学用位相差フィル

を偏光板の間に挟むことで、偏光色(干渉色)が観察される。フィ

ルムの位相差に応じてさまざまな色を表現できることから、偏光

アートとしても用いられてきた。複数枚のシートを貼り合わせる

場合、貼り合わせる順序によって、観察される色合いが異なる場

合がある。この特性を上手く利用することで、積層する順序依存

性を有する偏光教材を作製した。Fig.1 に試作した順序依存性を

有する偏光教材の例を示す。Fig.1(a)は 2 組の偏光シートを 1、2

の順番に積層して観察した。また、Fig.1(b)は 2 組の偏光シート

を 2、1 の順番に積層して観察した。このように、重ね合わせる

順序を変えることにより、観察される数字が変化する。光学用位

相差フィルムを用いることで、偏光色の色制御も可能である。 

 

まとめ 

 ポリプロピレンシートおよび光学用位相差フィルムを利用して、積層する順序により見え方が変化

する偏光教材を作製した。ポリプロピレンシートを用いることで、誰でも安価に教材の作製が可能で

ある。原理は少々複雑ではあるが、観察した児童や生徒に興味を与える教材と成り得るであろう。

当日は会場にて偏光教材のデモンストレーションを実施する予定である。

 

(a) 1、2の順番に積層 

(b) 2、1の順番に積層 

Fig.1 Polarization color  
using polypropylene sheets. 

第63回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2016 東京工業大学 大岡山キャンパス)21a-P2-39 

© 2016年 応用物理学会 01-099


